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③透明・黒・ミラー及び多色状態を可能にする調光素子 

大学院工学研究院・教授 小林 範久 
 

  ●何に使えるのか  

◆ 応用製品・用途 

スマートウインドウ、デジタルサイネージ、防眩ミラー、

電子ペーパー、携帯端末アプリ 

◆ 従来技術に対するメリット 

１．エレクトロクロミック素子として、透明/黒状態/鏡
面（ミラー）/赤/青/黄色）以上の発現が可能。 

２．溶液塗布型で容易、安価に製造できる。 

  ●誰が使うのか  

◆ 関連業種 

電気機器、情報通信機器メーカー、電気部品、自
動車部品メーカー、ディスプレイメーカー 

◆ 日本標準産業分類中分類 

電気機械器具製造業（２９）、 情報通信機械器具製造

業 （３０）、 電子部品・デバイス・電子回路製造業（２８） 

◆ 研究背景と研究の狙い 

住宅、業務用ビルなど建物への太陽光の入射強度

を制御する調光ガラス素子が期待されているが、そ

の殆どが透明状態から着色状態、もしくは透明状態

からミラー状態への変化を示すものであり、着色型、

ミラー型それぞれに利点、欠点がある。また両方が

成り立つ方式はなかった。 

◆ 研究概要 

金属電解析出型エレクトロクロミズム（EC）を用い、

析出金属の状態（粒径、形状など）を制御することに

より、単一素子でありながらも透明状態、着色状態、 

ミラー状態を可逆的にスイッチングできる革新的調

光デバイスを開発している。 

 

 

◆ 参考図 
 

 

 

 

 
 

 ●関連する知的財産権  
 

特許第５７５１５６０号（２０１２年３月２日出願）「調光素子及びそれを含む製品」 
 

  ●ＩＭＯからの企業様へのメッセージ  

透明から鏡、さらに黒、青、赤、黄色と変幻自在に変化するガラス（プラスティックも可能）であり、スマートウイ
ンドウのみならず、電子公告や電子ペーパー等への応用が見込め、是非とも企業と協力して、実用化を目指し
たく、宜しくお願いします。 

【連絡先】学術研究・イノベーション推進機構（ＩＭＯ）知財・技術移転戦略部門 

E-mail：beo3566@office.chiba-u.jp  電話：043-290-3831 FAX：043-290-3519 


